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<論 文 内 容 の 要 旨 > 
 

 本研究 舞踊 学 ョンキ 用い 場合 合い い 明

第 1 部 いく 舞踊教育 現場 異 手法 用い ョ

ンキ 活用 起 学 い 明 第 「部 目的 行

わ い  

第 1 部 いく （， ョン 練習 活用 う 学習用

（， ョン う 形 適 検討 身体 軸 や

心 見や い う （， ョン 骨格 （， 役立 明

骨格 （， 活用 約 1 ヶ 間 4 研究生 学生 自主的 練習 用

い そ 結果 （， 見 気 く あ 明 第 「

章 ョンキ 活用 舞踊 学 役立 考え そ

実際 明 い そ ョンキ 舞踊

学 活用 差 あ う 明 ョンキ
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作製 （， ョン 使 練習 学生 （， ョン 使わ

い学生 わ 「 差 ン ュ ョンキ

比較 そ 結果 （， ョン 見 問題点 見 出

う 舞踊 く い 考え 部 あ わ

そ そ 気 練習 行う 自 意 動作 近 い い

く 明 第 」 章 研究生 自 舞踊 手本

い 講師 舞踊 （， ョン 比 自 舞踊 講師 舞踊 差 気

く 明 そ 気 練習 舞踊 変 生

わ   

第 「 部 いく 舞踊 学 場 異 手法 用い ョンキ

活用 起 学 い 検討 第 4 章 伝統的民俗芸能 舞

役立 い 考え 第 1 部 対象 研究生 い 多く 民俗芸

能 成人 持 い 練習日以外 個人的 練習 いう

多く い そ （， ョン ふ 返 伝統的民俗芸

能 練習 活用 いそ 効果 問題点 い 検討 そ 結果

ふ 返 場合 動 や位置 確認 用い わ

全体 流 中 活用 難 い 明  

 第 5 章 体育 ン 授業 想定 ン 新指 要領 必修

あ 現在 指 安 抱え 教師 支援 生 ン 領域 目標 到

う 学習法 開発 求 い 状況 あ そ ョンキ 活用 試

体育 授業 役立 可能性 あ い 考え そ 結果 自 感

覚 実際 動 差 あ 気 く 明 自 客

観的 見 ョンキ 活用 効果 体育 ン 目標 あ

自主的 組 自己 課題 応 組 互い 学 あう

可能性 あ 示唆  

ョンキ 作製 （， ョン ソコン。５（) 限

等 視聴 可能 あ そ 6 章 ５（ 用い （，

ョン 表示 舞踊 学 役立 う 考え そ 結果 様

自 客観視 気 あ 明 え 手軽 ゆえ

短い時間 ５（ 用い 自 動 確認 （，

ョン 見 自 動 確認 いう活動 自 行 情報

削 増や 活動 役立 いう先行研究 裏 結果  

 第 7 章 「 部 検討 ョンキ 活用方法 い 視聴 機器

い 視点 （， ョン 見 ン 視点

い 述  

 1 部 「 部 研究 ョンキ 使う 講師 自 い 気

く わ 情報 削 特徴 見

ン 絞 考え 自 （， ョン 表
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自 差 気 わ （， 非自 第

者的 視点 自 舞踊 評価 動作 差 気

考え ョンキ 特徴 非自 学習者 客

観的視点 う 舞踊 助 考え  

 

 

< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
 

論文審査 1 「8 日 水 18 時 主査 渡部信 教授 佐藤克美准教授

熊井正之教授 審査員 実施  

最初 薄井洋子氏本人 本論文 内容 関 明 そ 後 質疑応答 実

施 特 予備審査 要修正 1」 箇所 修正点 い う 修正

筆 い 質疑応答 実施  

 特 予備審査 問題 点 う 1 部 「 部 結論 全体考察 関連性 明確

本研究 舞踊 定義 舞踊 学習 い 筆 実

験方法 関 各章 体的 明 い い 質疑応答 審査委員

会 適 修正 い 確認  

 

 本論文 次 点 高く評価  

先行研究 渡部•佐藤 研究 ョンキ ノ

舞踊 学 役立 示 い 研究 舞踊学習者

日常的 練習 い ョンキ 活用 実践的 行わ わ い

舞踊学習者 日常的 い 舞踊 練習 い ョンキ

実際 活用 場合 効果や問題点 未 明 い い   

本研究 実際 舞踊教育 場 いう日常的 舞踊 練習 行わ い 場 い

ョンキ 作製 （， ョン 活用 実際 舞踊教育

役立 明 点 高く評価 舞踊 種類や活用手法 変え

ョンキ 活用 舞踊 変 生 明 点

優 い  

 ョンキ 活用 関 評価 日常的 舞踊練習 主体者 あ 学習者 視

点 込 点や 学習者 活用 や い （， ョン 種類 明 効果

明 条件 整え 点 評価 値  

 実践的 教育 場 研究対象 い 実験条件 厳密 統 い 言え

い 課題 現時点 研究成果 慎 検討 結果 博士論文

水準 超え い 審査委員会 断  

 本論文 博士。教育情報学) 学位論文 合格 認  

  




